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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国をはじめとする新興国経済の先行きに減速懸念があるも

のの、政府や日銀の政策の効果等から企業収益は好調を維持し、雇用・所得環境が改善を続けるなど、緩やかな回

復を続けてまいりました。

 当社グループの主要な事業が属する建設業界におきましては、好調な企業収益を背景にして民間の設備投資は改

善し、また住宅着工戸数にも持ち直しの動きがあるものの、公共投資は緩やかに減少傾向にあり、併せて技能労働

者不足を基因とした工事原価の上昇による影響など、先行きに不透明さが残る状況にありました。

 このような状況のもと、当社グループにおきましては、施工現場での「安全と品質」を心掛けるなかで、「施工

効率の向上」に努めてまいりました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、連結子会社の一部を持分法適用会社に変更したことなどによ

り88億52百万円（前年同期比21.1％減）と減少したものの、営業利益は７億60百万円（前年同期比28.9％増）、経

常利益は７億５百万円（前年同期比17.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は４億66百万円（前年同期比

40.5％増）となり、前年同期を上回ることができました。

 なお、第１四半期連結会計期間より、当社の連結子会社であった株式会社テノックス九州を持分法適用会社に変

更しており、同社の子会社であるTENOX KYUSYU VIETNAM CO.,LTD.につきましても、併せて連結子会社から除外し

ております。上述の売上高、営業利益及び経常利益は、連結の範囲の変更による影響を反映しております。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ23億35百万円減少し、145億75百万円とな

りました。これは主に連結の範囲の変更により、受取手形・完成工事未収入金等が14億49百万円減少、有形固定資

産が７億47百万円減少したことによるものであります。

 負債合計は、前連結会計年度末に比べ21億11百万円減少し、49億83百万円となりました。これは主に連結の範囲

の変更により、長期借入金（１年内返済予定を含む）が４億23百万円減少、リース債務が３億56百万円減少したこ

とによるものであります。また、純資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べ２億23百万円減少し、95億

91百万円となりました。これは主に利益剰余金が３億92百万円増加したものの、非支配株主持分が６億28百万円減

少したことによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年３月期の連結業績予想につきましては、平成27年５月８日に公表いたしました連結業績予想に変更はあ

りません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

なお、第１四半期連結会計期間より、株式会社テノックス九州は実質的な支配力が低下したため、連結子会社

から持分法適用会社に変更しております。これにより、同社の子会社であるTENOX KYUSYU VIETNAM CO.,LTD.につ

いては、連結子会社から除外しております。

当該連結の範囲の変更は、当四半期連結会計期間の属する連結会計年度の連結財務諸表に重要な影響を与えて

おります。当該影響の概要は連結貸借対照表の総資産及び総負債の減少、連結損益計算書の売上高等の減少であ

ります。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非

支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及

び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 6,338,616 6,293,420 

受取手形・完成工事未収入金等 5,049,813 3,600,465 

未成工事支出金等 571,291 463,124 

未収入金 1,681,508 1,377,618 

その他 160,925 214,703 

貸倒引当金 △51,121 △2,665 

流動資産合計 13,751,033 11,946,667 

固定資産    

有形固定資産 2,673,094 1,925,764 

無形固定資産 104,811 82,038 

投資その他の資産    

その他 461,662 641,057 

貸倒引当金 △80,374 △20,397 

投資その他の資産合計 381,287 620,659 

固定資産合計 3,159,193 2,628,462 

資産合計 16,910,227 14,575,130 

 

- 4 -

㈱テノックス（1905）平成28年３月期　第２四半期決算短信



 

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 4,051,325 3,484,680 

1年内返済予定の長期借入金 195,825 － 

1年内償還予定の社債 10,000 － 

リース債務 113,114 34,958 

未払法人税等 343,832 298,653 

未成工事受入金 124,825 82,390 

引当金 106,158 90,056 

その他 859,756 415,846 

流動負債合計 5,804,838 4,406,585 

固定負債    

長期借入金 227,177 － 

リース債務 310,944 32,405 

退職給付に係る負債 588,370 465,925 

その他 164,119 78,860 

固定負債合計 1,290,611 577,191 

負債合計 7,095,450 4,983,776 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,710,900 1,710,900 

資本剰余金 2,346,319 2,346,061 

利益剰余金 5,163,024 5,555,799 

自己株式 △279,972 △272,969 

株主資本合計 8,940,270 9,339,791 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 30,368 29,605 

為替換算調整勘定 5,600 6,069 

その他の包括利益累計額合計 35,969 35,674 

新株予約権 35,983 41,839 

非支配株主持分 802,553 174,048 

純資産合計 9,814,776 9,591,353 

負債純資産合計 16,910,227 14,575,130 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 11,219,645 8,852,024 

売上原価 9,610,253 7,338,735 

売上総利益 1,609,391 1,513,289 

販売費及び一般管理費 1,019,777 753,177 

営業利益 589,614 760,112 

営業外収益    

受取利息 2,303 523 

受取配当金 4,124 4,299 

仕入割引 9,956 10,367 

保険返戻金 2,423 － 

物品売却益 3,098 1,342 

その他 5,371 2,283 

営業外収益合計 27,277 18,815 

営業外費用    

支払利息 4,020 19 

持分法による投資損失 － 73,010 

売上割引 1,628 561 

為替差損 11,703 － 

営業外費用合計 17,352 73,592 

経常利益 599,538 705,335 

特別利益    

固定資産売却益 2,291 1,233 

債務保証損失引当金戻入額 3,235 － 

特別利益合計 5,527 1,233 

特別損失    

固定資産処分損 2,245 0 

その他 292 － 

特別損失合計 2,538 0 

税金等調整前四半期純利益 602,528 706,569 

法人税等 235,797 274,314 

四半期純利益 366,730 432,255 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
34,525 △34,454 

親会社株主に帰属する四半期純利益 332,205 466,709 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 366,730 432,255 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △18,888 △763 

為替換算調整勘定 △5,485 － 

持分法適用会社に対する持分相当額 － 468 

その他の包括利益合計 △24,373 △294 

四半期包括利益 342,357 431,960 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 311,342 466,414 

非支配株主に係る四半期包括利益 31,014 △34,454 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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４．補足情報

（１）受注高・売上高・受注残高内訳表

前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

①受注高・受注残高

セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

 建設事業 13,475,316 8,704,187

 土木建築コンサルティング全般等事業 － －

 その他の事業 － －

合  計 13,475,316 8,704,187

（注）当連結企業集団では土木建築コンサルティング全般等事業及びその他の事業は受注生産を行っておりません

ので、同事業については受注高及び受注残高の記載を省略しております。 

 

②売上高

セグメントの名称 金額（千円）

 建設事業 11,144,941

 土木建築コンサルティング全般等事業 68,637

 その他の事業 6,066

合  計 11,219,645 

 

 

当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

①受注高・受注残高

セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

 建設事業 9,144,813 9,218,278

 土木建築コンサルティング全般等事業 － －

 その他の事業 － －

合  計 9,144,813 9,218,278

（注）当連結企業集団では土木建築コンサルティング全般等事業及びその他の事業は受注生産を行っておりません

ので、同事業については受注高及び受注残高の記載を省略しております。 

 

②売上高

セグメントの名称 金額（千円）

 建設事業 8,745,059

 土木建築コンサルティング全般等事業 100,457

 その他の事業 6,507

合  計 8,852,024

 

 

 なお、第１四半期連結会計期間より、当社の連結子会社であった株式会社テノックス九州を持分法適用会社に変

更しており、同社の子会社であるTENOX KYUSYU VIETNAM CO.,LTD.につきましても、併せまして連結子会社から除

外しております。上述の当第２四半期連結累計期間の受注高、受注残高及び売上高につきましては、連結の範囲を

変更した影響が反映されたものであります。

 

- 9 -

㈱テノックス（1905）平成28年３月期　第２四半期決算短信


	151023短信 D研チェック（サマリ）.pdf
	151102短信 部長提出②（本文）.pdf

